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概要：他の分野に比べて圧倒的に女性比率が低い理工系の女性を増やすためにはどうしたらよ

いか、文理選択を決める要因を探る調査を実施し、前回の講演会で、どのような時期にどのよう

な対象に対してどのような働きかけをするのが有効であるかを報告した。今回は、理系選択の鍵

となる数学という教科に注目し、知覚特性と成績、問題の解き方と成績との関係を探り、個々の

知覚特性に適した学び方について考察する。 

１．はじめに：子どもの理科離れが叫ばれて久しい。優秀な理系人材を増やすためには、まず理

系進学者の裾野を広げることが肝要である。理科離れを食い止め、理系進学者を増やすためには、

現時点で理系比率の少ない女子学生を増やすことが合理的である。そこで、理系選択を阻害する

要因は何かを明らかにし、理系進学者を増やすために何が必要かを調査した。 

２．調査：大学等研究機関における男女共同参画関係者を中心に広く依頼を実施 

〇実施時期と方法：2020 年 12 月〜2021 年 1 月末、Google フォームによる Web アンケート調査 

〇有効回答数：517 件（男女比約 1：1、 

文理比 57％：43％） 

３．調査内容と結果 

調査は、文理選択に影響を与えた要因を探る

内容に加えて、小・中・高校での得意・不得意

科目の変化や、成績と問題の解き方の傾向、情

報を知覚する手段（知覚特性）との関係につい

て調べた。前回報告した内容で、文系進学者の

約 3 割が「数学が得意だったら理系に進んでいた」と回答しており、数学の成績が文理選択に大

きな影響を与えていることが明らかになったため、今回特に数学に着目して、情報の知覚特性や

処理手段、問題の解き方と数学の成績との関係を明らかにし、知覚特性に適した学び方について

も論ずる。 
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